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中小企業の経営革新と連携組織の活性化を応援する活性化情報誌

千葉県中小企業団体中央会

■バックナンバーをWeb版でご覧になれます
　バックナンバーをご覧になりたい場合、右のＱＲコード及び以下のURLから見ることができます。
　URL  https://www.chuokai-chiba.or.jp

Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

P 3　活動予定／トピックス
中央会の主な事業等活動予定（10 月）

P 4　特集  取引先との価格交渉、価格転嫁対策に組合を活用しよう！

P 6　景況  情報連絡員報告を中心とした県内の中小企業動向
（令和６年８月期）

P 8　全国先進組合事例
阿蘇の魅力を世界に発信！ＤＸによる販路開拓

（阿蘇温泉観光協同組合）

P 9　中央会だより
組合運営・企業経営研究会の開催について 他

P10　インフォメーション
令和７年度中小企業・小規模事業者・地域経済関係概
算要求等のポイント 他
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活動予定／トピックス

Chushokigyo-chiba

「中小企業ちば」では、今後の誌面づくりの参考とするため、アンケート調査を実施
しております。右（もしくは裏面）の QR よりご回答ください。

令和６年９月９日現在
中央会の主な事業等活動予定（10月）

月日 曜日 内　　容 担当部署
■ 中小企業連携組織対策事業

10/ 4 金 官公需普及促進講習会 商業連携支援部

10/ 8 火

組合等新分野開拓支援事業
対象：千葉県自動車整備商工組合

工業連携支援部

組合後継者等育成事業
組合運営実務（組合士養成）講習会①（制度・運営）

10/ 9 水

連携組織活性化研究会
対象：千葉県鍍金工業組合

組合等新分野開拓支援事業
対象：千葉県菓子工業組合

10/15 火 組合後継者等育成事業
組合運営実務（組合士養成）講習会②（制度・会計）

10/16 水 青年部研究会
対象：千葉県紙器ダンボール箱工業組合

10/22 火 組合後継者等育成事業
組合運営実務（組合士養成）講習会③（制度・運営）

10/23 水 連携組織活性化研究会
対象：千葉県石油協同組合

10/30 水 連携組織活性化研究会
対象：千葉県コンクリート製品協同組合

10/31 木 組合等新分野開拓支援事業
対象：千葉民医連事業協同組合

■ 千葉県商店街若手リーダー養成事業
10/ 9 水 ふさの国 商い未来塾（第６回）

商業連携支援部
10/23 水 ふさの国 商い未来塾（第７回）

■ 全中補助事業
10/ 2 水 小企業者組織化特別講習会 商業連携支援部

■ 団体等支援事業
10/24 木 千葉県異業種交流融合化協議会　農業交流研究会 工業連携支援部

■ その他

10/24 木 第 76 回中小企業団体全国大会
場所：フェニックス・プラザ（福井県福井市）

設立支援部
商業連携支援部

令和７年 １月２４日（金）１５：００～
会場　ホテルニューオータニ幕張　千葉市美浜区ひび野２－１２０－３

　本交流会は、中小企業組合活動に多大な功績を挙げられた方々をお祝い申し上げますとともに、新年
に対する抱負等をご歓談いただき、会員皆様の相互交流を深めていただくために開催するものです。

◎�本交流会の開催案内及び参加申込書等は、本誌に同封しておりますので、ご確認ください。
   本件に関するお問合せは、本会総務部までお願いいたします。（℡ 043-306-3281）

千葉県中小企業団体中央会
令和７年中小企業団体千葉県新春交流会  開催のお知らせ



特　集

千葉県中小企業団体中央会 4

Chushokigyo-chiba



5

Chushokigyo-chiba

Chushokigyo-chiba　2024.10



景　況
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Chushokigyo-chiba

全体概要

■
麺
類
製
造�

【
県
内
全
域
】

　

天
候
不
順
で
ラ
ー
メ
ン
の
売
上
が
伸

び
悩
ん
だ
。
一
方
で
、
冷
や
し
中
華
は

好
調
に
推
移
し
た
。

■
水
産
食
料
品
製
造
　
　【
南
房
総
市
】

　

外
国
人
技
能
実
習
生
の
入
国
が
増
え

た
こ
と
に
よ
り
、
売
上
が
増
加
し
た
。

主
原
料
（
鯵
、
鯖
、
秋
刀
魚
）
の
水
揚

げ
が
非
常
に
少
な
く
、
未
利
用
魚
の
利

用
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

■
パ
ン
・
菓
子
製
造
　
　【
県
内
全
域
】

　

猛
暑
が
続
き
、
お
盆
中
も
午
前
中
の

客
足
は
良
好
で
あ
る
が
、
午
後
の
客
足

は
今
一
つ
で
あ
っ
た
。

■
繊
維
工
業
　
　
　
　
　【
県
内
全
域
】

　

８
～
９
月
は
、
受
注
や
引
き
合
い
が

減
少
し
て
い
る
。
９
月
１
日
か
ら
生
地

単
価
の
値
上
が
り
等
で
ま
す
ま
す
売
上

の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

■
木
材
・
木
製
品
　
　
　【
県
内
全
域
】

　

製
品
の
動
き
は
横
ば
い
で
あ
る
が
、

原
木
に
つ
い
て
は
非
常
に
荷
動
き
が
悪

い
。
秋
冬
に
向
け
て
回
復
を
期
待
し
た

い
。

■
印
刷
　
　
　
　
　
　
　【
県
内
全
域
】

　

前
年
の
８
月
に
比
べ
、
全
体
的
に
業

界
の
動
き
が
悪
く
、
得
意
先
の
仕
事
量

が
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

■
電
気
め
っ
き
　
　
　
　【
県
内
全
域
】

　

営
業
日
数
か
ら
売
上
高
は
前
月
比
減

少
と
し
た
が
、
実
質
的
に
は
低
調
で

あ
っ
た
。

■
鉄
工
　
　
　
　
　
　
　
　【
千
葉
市
】

　

製
品
価
格
の
高
騰
に
よ
る
買
い
控
え

が
続
い
て
お
り
、
受
注
状
況
は
引
き
続

き
低
迷
し
て
い
る
。

　

北
米
向
け
輸
出
関
連
も
景
気
減
速
傾

向
に
あ
り
芳
し
く
な
い
。

■
機
械
部
品
製
造
　
　
　
　【
野
田
市
】

　

お
盆
休
み
の
た
め
、
稼
働
日
数
が

減
っ
た
。前
月
比
は
売
上
減
で
あ
る
が
、

前
年
同
月
比
は
売
上
微
増
。
利
益
は
前

月
比
減
で
あ
る
が
前
年
比
変
わ
ら
ず
。

多
少
売
上
が
伸
び
て
も
コ
ス
ト
高
を
吸

収
で
き
ず
、利
益
率
は
悪
化
し
て
い
る
。

■
機
械
部
品
製
造
　
　
　
　【
流
山
市
】

　

材
料
・
資
材
等
の
価
格
が
上
昇
し
、

コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
利
益

が
減
少
し
て
い
る
。

■
金
属
製
品
　
　
　
　
　
　【
船
橋
市
】

　

客
先
の
生
産
調
整
が
長
引
き
、
低
下

し
た
位
置
で
横
ば
い
の
状
態
が
続
い
て

い
る
。

■
採
石
　
　
　
　
　
　
　【
県
内
全
域
】

　

石
材
出
荷
は
、
３
ヶ
月
連
続
で
全
く

な
か
っ
た
が
、
今
月
か
ら
出
荷
が
始
ま

り
、
前
年
の
同
時
期
を
上
回
っ
た
。

製
造
業

情報連絡員報告を中心とした

県内の中小企業動向
令和６年８月期�  情報連絡員50名  回答数50名

（一部抜粋）（一部抜粋）

 前月比
製造業売上高 「増加した」業種：7⇒ 4【減少】 「減少した」業種：4⇒ 10【増加】
非製造業売上高 「増加した」業種：8⇒ 10【増加】 「減少した」業種：14⇒ 10【減少】
業界の景況 「好転した」業種：3⇒ 6【増加】 「悪化した」業種：8⇒ 9【増加】
 
前年同月比
製造業売上高 「増加した」業種：3⇒ 7【増加】 「減少した」業種：9⇒ 6【減少】
非製造業売上高 「増加した」業種：10⇒ 10【変化なし】「減少した」業種：6⇒ 10【増加】
業界の景況 「好転した」業種：2⇒ 6【増加】 「悪化した」業種：16⇒ 12【減少】
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非
製
造
業

□
総
合
卸
売
　
　【
千
葉
県
、
東
京
都
】

　

仕
入
価
格
や
物
流
費
の
上
昇
を
販
売

価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
状
況
が
続
き
、

採
算
は
悪
化
し
て
い
る
。
飲
食
業
向
け

の
売
上
は
海
外
旅
行
者
の
増
加
に
よ
り

増
え
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
的
な
賃
上

げ
の
動
き
に
も
対
応
出
来
て
い
な
い
た

め
、
事
業
運
営
に
必
要
な
人
員
確
保
が

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

□
医
薬
品
卸
売
　
　
　
　【
県
内
全
域
】

　

実
働
日
数
は
、
前
年
度
よ
り
1
日
少

な
い
21
日
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
売

上
は
前
年
と
比
較
し
て
減
少
し
た
が
、

減
少
幅
は
小
さ
く
比
較
的
順
調
に
推
移

し
て
い
る
。

□
青
果
卸
売
　
　
　
　
　
　【
千
葉
市
】

　

先
月
同
様
、
猛
暑
が
続
き
、
高
値
に

な
っ
た
青
果
物
の
影
響
で
売
上
は
前
月

及
び
前
年
同
月
よ
り
上
回
っ
た
が
、
収

益
は
変
わ
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
季
節

が
変
わ
り
、
今
後
果
実
の
種
類
が
増
え

て
く
る
の
で
、
期
待
し
た
い
。

□
食
肉
卸
売
　
　
　
　
　【
成
田
市
他
】

　

８
月
１
日
現
在
の
豚
肉
相
場
は
１
㎏

７
４
９
円
だ
っ
た
が
、
８
月
30
日
に
は

６
２
２
円
に
ま
で
急
落
し
た
。
相
場
は

平
均
的
な
相
場
に
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
。

□
乾
物
卸
売
　
　
　
　
　【
県
内
全
域
】

　

個
人
消
費
は
、
依
然
と
し
て
良
く
な

い
。
物
価
高
の
影
響
か
。
８
月
の
帰
省

需
要
で
多
少
な
り
と
動
き
が
あ
っ
た

が
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
芳
し
く
な

か
っ
た
。

□
電
気
機
器
小
売
　
　
　【
県
内
全
域
】

　

８
月
も
猛
暑
が
続
き
エ
ア
コ
ン
の
販

売
が
好
調
で
、
売
上
は
前
年
を
遥
か
に

超
え
た
。

□
青
果
小
売
　
　
　
　
　
　【
千
葉
市
】

　

主
力
で
あ
る
梨
の
入
荷
が
少
な
く
、

高
値
と
な
っ
た
。
高
温
障
害
の
た
め
、

野
菜
は
全
般
に
高
値
と
な
っ
た
。
ロ
ス

も
多
く
出
た
た
め
、
収
益
的
に
は
良
く

な
か
っ
た
。

□
中
古
車
仕
入･

販
売
　【
県
内
全
域
】

　

新
車
納
車
の
遅
れ
は
改
善
し
つ
つ
も

当
組
合
の
オ
ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
Ａ

Ａ
）
で
は
、
出
品
台
数
確
保
に
苦
戦
。

中
古
車
業
者
に
よ
る
良
質
車
確
保
と
海

外
需
要
の
高
い
日
本
車
輸
出
の
た
め
Ａ

Ａ
相
場
は
高
騰
。

□
小
売
　
　
　
　
　
　
　
　【
東
金
市
】

　

飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
関
連
は
良
い
傾
向
。

食
品
・
衣
料
品
・
文
化
用
品
の
動
き
が

回
復
せ
ず
、
値
上
げ
等
も
あ
り
消
費
が

落
ち
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
資
金
繰
り

に
苦
慮
し
て
い
る
組
合
員
が
多
い
。

□
商
店
街
　
　
　
　
　
　
　【
千
葉
市
】

　

８
月
に
１
新
店
舗
が
開
店
、
１
店
舗

が
閉
店
、
１
店
舗
が
経
営
移
譲
に
よ
る

店
名
変
更
と
な
っ
た
。
10
月
に
は
、
空

き
店
舗
に
焼
き
肉
店
が
新
た
に
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
あ
る
。

□
自
動
車
一
般
整
備
　
　【
県
内
全
域
】

　

２
０
２
４
年
度
の
最
低
賃
金
額
が
決

定
し
、
過
去
最
高
額
の
引
き
上
げ
と

な
っ
た
が
、
価
格
転
嫁
や
賃
上
げ
が
十

分
に
進
ん
で
い
な
い
中
小
企
業
で
は
、

今
後
の
事
業
運
営
へ
の
様
々
な
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

□
建
設
揚
重
　
　
　
　
　【
県
内
全
域
】

　

働
き
方
改
革
の
影
響
に
よ
り
、
作
業

量
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

□
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
　
　
　【
野
田
市
】

　

８
月
も
野
田
の
七
夕
ま
つ
り
や
地
区

の
納
涼
祭
等
の
開
催
に
伴
い
、
酷
暑
を

き
っ
か
け
に
清
涼
飲
料
水
等
の
食
品
関

連
業
種
の
売
上
が
増
加
と
な
っ
た
。

□
学
習
塾
　
　
　
　
　
　【
県
内
全
域
】

　

少
子
化
の
影
響
が
千
葉
・
葛
南
地
域
、

東
葛
飾
地
域
を
除
く
す
べ
て
の
地
域
で

起
き
て
お
り
、
廃
業
を
考
え
る
塾
も
出

て
き
て
い
る
。
人
口
減
に
加
え
地
域
の

バ
ス
の
減
便
が
加
わ
り
、
塾
通
い
の
機

会
を
奪
っ
て
い
る
。

□
警
備
業
　
　
　
　
　
　【
県
内
全
域
】

　

警
備
業
務
の
単
価
も
順
調
に
好
転

し
、
業
界
全
体
で
価
格
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。

□
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
　
　
　【
県
内
全
域
】

　

先
月
の
株
価
暴
落
が
沈
静
し
、
８
月

は
取
引
先
か
ら
の
引
き
合
い
案
件
が
増

加
し
て
お
り
、
企
業
心
理
が
安
定
し
て

き
た
よ
う
に
思
う
。

□
建
設�

【
県
内
全
域
】

　

組
合
員
に
よ
る
８
月
中
の
県
内
建
設

関
連
の
公
共
工
事
の
落
札
結
果
は
、

２
２
７
件
、
２
０
２
億
６
，
６
０
０
万

円
と
な
っ
た
。
前
年
同
月
比
で
は
▲

１
０
０
億
２
，
８
０
０
万
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

□
貨
物
運
送
　
　
　
　
　【
県
内
全
域
】

　
『
荷
動
き
指
数
』
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
３
年
１
月
～
３
月
実
績
か
ら
6

期
連
続
で
２
桁
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、

低
調
な
推
移
が
続
い
て
い
る
。
荷
動
き

か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
景
気
は
足

踏
み
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

□
輸
出
入�

【
県
内
全
域
】

　

８
月
に
入
り
各
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
が
活
発
に
空
港
内
に
あ
ふ
れ
て
き

た
。
当
然
、
日
本
的
な
土
産
品
の
購
買

数
は
格
段
に
増
加
し
て
、
大
抵
の
物
販

店
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
飲
食
店

に
至
っ
て
は
、
昼
時
を
避
け
て
も
入
り

口
付
近
を
中
心
に
混
雑
が
多
々
見
ら

れ
、
改
め
て
か
な
り
の
外
国
人
観
光
客

が
来
日
し
た
の
を
実
感
し
た
。

非
製
造
業

Chushokigyo-chiba　2024.10
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阿
蘇
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
！
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
販
路

開
拓
事
業�

阿
蘇
温
泉
観
光
旅
館
協
同
組
合

　

動
画
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
外
国
人
観

光
客
に
絞
り
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
コ

ン
テ
ン
ツ
に
仕
上
げ
た
こ
と
、
観
光
協

会
や
行
政
機
関
と
連
携
し
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
え
た
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。

背
景
・
目
的

　

当
組
合
は
、
阿
蘇
市
の
宿
泊
事
業
者

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
阿
蘇
の
観

光
・
宿
泊
は
大
打
撃
を
受
け
た
が
、
令

和
４
年
か
ら
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
効
果

も
あ
り
国
内
の
観
光
客
が
増
え
始
め
、

令
和
５
年
か
ら
は
外
国
人
観
光
客
も
戻

り
つ
つ
あ
る
。今
後
は
外
国
人
観
光
客
、

特
に
台
湾
・
韓
国
・
香
港
か
ら
の
集
客

数
の
拡
大
が
阿
蘇
観
光
の
活
性
化
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
、
阿
蘇
の
魅
力

を
伝
え
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
作

成
及
び
組
合
員
へ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
研
修
を

行
っ
た
。

取
組
み
の
手
法
と
内
容

　

動
画
の
作
成
で
は
、
阿
蘇
の
春
夏
秋

冬
の
景
観
や
世
界
的
に
も
珍
し
い
火
口

の
映
像
と
と
も
に
、
地
元
の
お
祭
り
風

景
等
「
和
」
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
映
像

を
選
定
し
、
外
国
人
観
光
客
に
「
阿
蘇

に
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
を
工
夫
し
た
。 

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
研
修
会
で
は
組
合
員
の
参
加

者
数
が
予
想
を
下
回
っ
た
た
め
、
組
合

員
の
動
員
に
伸
び
悩
ん
だ
。
理
由
と
し

て
、
組
合
員
は
家
族
経
営
等
小
規
模
が

多
く
、
研
修
に
時
間
が
割
け
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
解
決
策
と
し
て
、
事

業
者
に
出
向
く
「
出
張
研
修
」
を
行
っ

た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
は
ス

キ
ル
の
差
が
あ
り
、
運
営
体
制
上
・
年

齢
上
、
実
際
の
運
用
が
難
し
い
事
業
者

も
多
い
。
組
合
と
し
て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

発
信
が
難
し
い
事
業
者
の
た
め
、
組
合

が
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
強
化
し
て
阿
蘇
へ
の
集

客
に
努
め
、
個
々
の
事
業
者
の
お
も
て

な
し
で
お
客
様
を
リ
ピ
ー
タ
ー
化
さ
せ

る
、と
い
う
流
れ
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

　

本
事
業
の
中
心
人
物
で
あ
る
当
組
合

事
務
局
長
は
阿
蘇
市
観
光
協
会
の
事
務

局
長
を
兼
務
し
て
い
る
た
め
、
当
事
業

　　　　　　　
阿蘇温泉観光旅館協同組合
住　所：〒869-2307
　　　　熊本県阿蘇市小里781
　　　　（はな阿蘇美敷地内）
設　立：昭和28年9月
組合員：21人
出資金：4,710千円
ＵＲＬ：https://onsen.aso.ne.jp
主な業種：�宿泊業

で
も
観
光
協
会
と
ス
ム
ー
ズ
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
連
携
を
と
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
も
阿
蘇
観
光
活
性
化

の
た
め
に
観
光
協
会
及
び
行
政
を
含

め
、
一
丸
と
な
っ
て
阿
蘇
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
。

成
果
と
そ
の
要
因

　

令
和
５
年
度
の
宿
泊
者
数
は
コ
ロ
ナ

禍
前
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
回
復
し
て
き

て
い
る
が
、
特
に
個
人
の
外
国
人
観
光

客
の
伸
び
が
大
き
い
た
め
、
外
国
人
観

光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
動
画
の
効

果
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
熊
本
進
出
に
伴
い
県
内
経

済
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
熊

本
か
ら
台
北
へ
の
直
行
便
も
定
期
運
航

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
特

に
台
湾
か
ら
の
観
光
客
や
宿
泊
者
数
の

増
加
が
期
待
で
き
る
。

テ
ー
マ

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
取
り
組
ん
だ
事
例
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組
合
事
務
局
強
化
事
業

　
組
合
運
営
・
企
業
経
営

研
究
会　
開
催

令
和
６
年
度
外
国
人
技
能
実
習

制
度
適
正
化
事
業　
第
１
回
適
正

化
講
習
会 

開
催

　

千
葉
県
中
央
会
は
９
月
10
日
、
千
葉

市
内
に
お
い
て
、「
組
合
運
営
・
企
業

経
営
研
究
会
」
を
開
催
し
た
。

　

同
研
究
会
は
、
人
手
不
足
問
題
を
緩

和
す
る
た
め
に
注
目
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ

の
活
用
法
や
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
よ
る

業
務
効
率
化
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
等

に
お
け
る
活
用
に
対
応
す
る
た
め
に
開

催
し
た
。

　

今
回
は
、
３
部
構
成
で
開
催
し
、
第

１
部
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
合
同
会
社　

代
表

社
員　

富
田
良
治
氏
よ
り
、「
中
小
企

業
に
お
け
る
最
新
の
生
成
Ａ
Ｉ
や
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
活
用
術
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

第
２
部
は
、
公
益
財
団
法
人
千
葉
県

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

千
葉
県
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点　

マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー　

安
田
安
利
氏
よ
り
、「
中

小
企
業
に
お
け
る
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
人
材
確
保
の
課
題
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

第
３
部
は
、
千
葉
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会　

次
世
代
育
成
推
進
員　

能
美

勝
博
氏
よ
り
、「
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
説
明
が

行
わ
れ
た
。

11
月
～
12
月
は
「
労
働
保
険
未
手

続
事
業
一
掃
強
化
期
間
」
で
す
。

富田氏安田氏能美氏開催風景

　

千
葉
県
中
央
会
は
９
月
24
日
、
千
葉

市
内
に
お
い
て
、「
令
和
６
年
度
外
国

人
技
能
実
習
制
度
適
正
化
事
業　

第
１

回
適
正
化
講
習
会
」
を
開
催
し
た
。

　

本
講
習
会
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生

共
同
受
入
事
業
実
施
組
合
の
実
習
監
理

等
適
正
化
に
資
す
る
た
め
、
外
国
人
技

能
実
習
制
度
の
現
状
と
監
理
団
体
の
今

後
の
あ
り
方
に
対
応
す
る
た
め
に
開
催

し
た
。

　

Ｌ
ｉ
ｎ
ｏ
ｌ
ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
法
律

事
務
所　

弁
護
士　

片
岡
邦
弘
氏
よ

り
、「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
現
状

と
監
理
団
体
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
習
が
行
わ
れ
た
。

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
の
総
称
で
す
。
農
林
水
産
の
事
業
の

使
用
労
働
者
５
人
未
満
の
個
人
事
業
を

除
き
、
労
働
者
を
１
人
で
も
使
用
す
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
徴
収
法
に
よ
り

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

�

★
労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
災

害
や
通
勤
災
害
を
被
っ
た
と
き
に
、

療
養
補
償
や
休
業
補
償
な
ど
の
必
要

な
保
険
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

　

�

★
雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し

た
場
合
に
失
業
等
給
付
を
行
う
ほ

か
、
事
業
主
の
方
に
は
失
業
予
防
及

び
雇
用
の
改
善
等
の
措
置
に
対
し
て

各
種
助
成
金
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。

　

い
ず
れ
も
事
業
主
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
手
続
事
業
の
事

業
主
は
至
急
、
加
入
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
千
葉
労
働
局
保

険
徴
収
課
（
℡
：
０
４
３
─
２
２
１
─

４
３
１
７
）
又
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職

業
安
定
所
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

意
欲
的
で
か
つ
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

片岡氏

Chushokigyo-chiba　2024.10
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会員組合　構成員事業主の皆様へ

次世代育成支援対策推進センターからのお知らせ

　千葉県中小企業団体中央会は、厚生労働大臣より「次世代育成支援対策推進センター」の

指定を受け、一般事業主行動計画の策定・実施における雇用環境の整備などについての相談

を承っております。

＊次世代育成支援対策推進法
　�　�　次世代の社会を担う子どもが健やかに育成される環境を整備するため、平成 1 7 年に

制定され、県・市町村だけではなく企業においても「一般事業主行動計画」の策定を義

務付けています。

＊一般事業主行動計画
　�　�　常時雇用する従業員が 1 0 1 人以上の企業は、行動計画の策定、 労働局への届出、公表・

周知の法的義務があります。10 0 人以下の企業は努力義務です。

　　　企業の策定する「一般事業主行動計画」は、雇用環境、労働条件の整備などについて、

　　①計画期間、②目標、③対策・実施時期を定めるＡ４一枚程度の計画です。

＊くるみん認定の取得
　�　�　行動計画に定めた目標を達成し、一定の要件を満たした企業は、労働局（厚生労働省）

から「くるみん認定」を受けることができます。

　くるみん認定を受けると☟
　　��　ワークアンドバランスを重視する若年層が増えていることから、従業員募集に際して

有利に働きます。そのほか、

　　〇 こども家庭庁から上限 50 万円の助成が受けられます。

　　〇 公共調達において加点評価されます。

　　〇 経済産業省の補助金の審査において加点措置されます。

問合せは本会経営支援部　能美（推進員）または　戸枝まで（☎ 043-306-3282）

Chushokigyo-chiba　2024.10



千葉県中小企業団体中央会 14

インフォメーション
Chushokigyo-chiba




